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Ⅰ. 2021年9⽉期決算実績
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売上⾼ 営業利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

①決算実績概要

売上⾼/営業利益/親会社株主に帰属する当期純利益
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19,479

23,752

ROE 25.8％21.8％
US＄=107.56円

（前年⽐▲0.37円）

EUR=¥131.58
（前年⽐+10.50円）

期中平均為替レート
（2021年9⽉期）

EUR=128.31円
（前年⽐+8.07円）

海外⼦会社換算レート
(2021/06末) 

US$=¥110.58
（前年⽐+2.84円)
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②連結業績推移
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③2021年9⽉期マーケット環境とトピックス

2021年9⽉期決算のポイント

① 懸念されていた新型コロナによる販売の低下は限定的
⽇本、⽶国等ではむしろ売上増

②
⼀部の地域を除き、各国代理店は期初に悲観的な購⼊計画を作成していたところ、
期中に⼀気に需要が回復となったが、⼯場の⽣産能⼒ネックや世界的コンテナ不⾜
等の理由により需要をフルにカバーすることはできなかった

③ 中国向け販売が61千個（1,945百万円）増加し、全体の増加数量の過半を
占めた

④ ⼯場は期中増産に努⼒したが前期⽐86千個増の年産676千個に留まった

⑤ 為替は期を通じて安定
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④地域別売上⾼・販売個数（連結）

2020/9期 2021/9期

（百万円）売上⾼

19,479
販売個数

地域別売上⾼・販売個数

販売個数
657

567

販売個数（千個）

23,752

+1,945百万円
188.3％

+986百万円
110.7％

+688百万円
134.5％

+486百万円
110.7％

+165百万円
111.2％

+4,272百万円
121.9％
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⑤2021年9⽉期マーケット環境とトピックス（地域）

地
域
戦
略

欧州 販売個数は前述の理由で微減となったが、ユーロ
安により円ベースでの売上は増加

北⽶
新モデルRF1400のヒット及び⽶国代理店新経営
陣による積極的な販売が功を奏し、販売数量は
⼤幅増（26.7％増）

アジア
中国では好調な受注が継続、⾜元では鈍化の傾
向があるものの、通期では前年度⽐⼤幅な伸び
東南アジアは新型コロナの影響を受け苦戦した

⽇本
⼆輪⽤品販売店はほとんど営業規制の対象となら
ず、特別定額給付⾦の恩恵もあり、堅調な販売
が持続した
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⽶国 カナダ イタリア ドイツ イギリス フランス スペイン ⽇本
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出所︓各国統計資料をもとに当社作成

欧⽶主要国における新⾞販売台数推移
コロナ禍においても⼆輪⾞販売は各国で好調

（台）

0
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ベトナム タイ フィリピン インド 中国 インドネシア

コロナ禍において利用が増えた移動手段の割合 ※
（％）

出所︓株式会社⽮野経済研究所 「アジア7カ国における⼆輪⾞ユーザーのアンケート調査
（2021年）」（2021年9⽉13⽇発表）

※ 注1 .新型コロナウイルス感染拡大前（2020年1月以前）より利用が増えた複数の移動手段のうち、
オートバイと回答した比率 （複数回答）のみ抜粋（但し日本を除く）

注2 調査期間；2020年12月～2021年2月、調査対象；日本（n=328）、インド（n=352）、中国（n=341）、
インドネシア（n=357）、ベトナム（n=344）、タイ（n=340）、フィリピン（n=321）の二輪車保有ユーザー
計2,383名 （各国18歳から69歳までの男女）、 調査方法；インターネットアンケート調査
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フルフェイス
59.9%

フリップアップ
17.5%

オープンフェイス
6.4%

ネオクラシック
12.3%

オフロード
3.9%

2021年9⽉期
実績

販売数量
67万個

40.8%
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⑥モデル別販売状況
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HELMETOPEN FACE
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OFF ROAD
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商
品
戦
略 Z8

⑦2021年9⽉期マーケット環境とトピックス（商品）

Glamster
ヨーロッパ

販売開始︓ 2020 年3⽉
希望⼩売価格

ドイツ・フランス︓EUR449.00〜549.00（税込）

⽇本
販売開始︓ 2020年 9⽉
希望⼩売価格︓47,300円〜56,100円（税込）

北⽶（RF-1400)
販売開始︓2020年12⽉
希望⼩売価格︓US$499.99〜US$599.99

ヨーロッパ (NXR2)
販売開始︓2021年9⽉
希望⼩売価格︓EUR 479.00〜EUR 639.00

⽇本（Z-8)
販売開始︓2021年3⽉
希望⼩売価格︓56,100円〜66,000円（税込）

• 2020年9⽉のGlamster投⼊/2021年3⽉主⼒モデルZ8投⼊
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⑧営業利益増減要因（実績）
（単位︓百万円）
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⑨貸借対照表（B/S）（連結）

605 933 

3,548 3,874 

1,064 
1,353 

4,204 
3,683 

1,931 
2,393 

9,383 

11,426 

2020/9期 2021/9期

⾃⼰資本
⽐率 77.9％75.0％

資産 負債/純資産
（単位︓百万円）（単位︓百万円）

現預⾦
+2,042

売上債権
+462

棚卸資産
△521

その他
+286

有形固定資産
+325

投資その他
+328

流
動
資
産

固
定
資
産

15,631 

18,528 

1,180 

1,342 4,030 

3,906 

2020/9期 2021/9期

流動負債
△123

固定負債
+162

純資産
+2,897

負
債

純
資
産

買掛⾦の減少

利益剰余⾦の増加
固定資産売却による

特別利益の計上

棚卸資産減少
商品及び製品の減少

有形固定資産の
増加

⼯場設備投資の増加
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⑩キャッシュ・フロー計算書（連結）
（単位︓百万円）

2021年9⽉30⽇2020年10⽉1⽇

⾃⼰株式
取得による⽀出
配当⽀払

有形固定資産の
取得による⽀出

税引前当期純利益
減価償却費
棚卸資産減少
仕⼊債務増加

+5,215

フリー・キャッシュ・フロー 3,860百万円

9,383 11,426

△2,111

△1,354

+293

現⾦及び現⾦同
等物の期⾸残⾼

営業CF

投資CF

財務CF

△386
△1,666

△1,169
+6,093
＋1,091

+670
△1,018

現⾦及び現⾦同
等物の期末残⾼

その他

2020年9⽉期 3,182百万円

678百万円増加



Ⅱ. 2022年9⽉期業績予想
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①売上・利益予想
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1. 2022年9⽉期業績予想

売上⾼/営業利益/親会社株主に帰属する当期純利益

売上⾼ 営業利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

2021/9期 2022/9期
予想

（百万円） （百万円） （百万円）

2021/9期 2022/9期
予想

2021/9期 2022/9期
予想

US$︓22.9(百万円）
EUR︓68.7(百万円）為替感応度* US$︓12.8(百万円)

EUR︓44.0(百万円)
US$︓ 8.9(百万円)
EUR︓30.2(百万円)

想定為替レート US$=¥105.00 EUR=¥125.00*US$とEURに対して円が1円動いた場合の影響額
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③2022年9⽉期業績予想のポイント
1. 2022年9⽉期業績予想

2021年9⽉期業績予想のポイント

①
好調な受注状況により2022年9⽉期については⽣産枠がほぼ埋まっている状況
（本年9⽉末受注残約220億円）。⽣産能⼒は68万個から77万個に増やす。
⼟地、建物が限界に近づいて来ている

② 中国向けは減少

③ 世界的な物流の混乱や新型コロナの再流⾏は連結⼦会社にとって下振れ要因

④ 旺盛な設備投資と営業活動が新型コロナ以前に戻ることを想定し、
販管費は＋972百万円

⑤ 為替は1ドル＝105円、1ユーロ＝125円を想定
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②地域別売上⾼・販売個数予想（連結）
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23,752
26,430

2022/9期 予想

地域別売上⾼・販売個数

販売個数

販売個数

⽇本

欧州

北⽶

中国

+935百万円
109.1％

＋681百万円
113.5％

（百万円）

657

738

その他

+1,281百万円
147.7％

▲554百万円
86.6％

+334百万円
120.2％

+2,677百万円
111.3％
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④2021年9⽉期マーケット環境とトピックス（地域）
1. 2022年9⽉期業績予想

地
域
戦
略

欧州 新規格ECE06対応、関連情報を積極的に収集する

北⽶ ⽶国では引き続き⼆輪関連市場の堅調な推移を想定

アジア
中国市場は市場における需要は⾼い⽔準で推移すると思われるものの、当地代理店から
SHOEIに対する発注が他の地域の代理店に出遅れたため、⽇本出荷ベースでは前年度
⽐減を⾒込む。代理店からの望ましい発注⽅法については現在協議中

⽇本 引き続き好調な需要が持続するものと想定、アンテナショップ（SHOEIギャラリー）⼤阪店
を本年12⽉にオープン予定
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④2021年9⽉期マーケット環境とトピックス（商品・⽣産）
1. 2022年9⽉期業績予想

⽣
産
戦
略

 ⽣産体制拡充︓年産77万個の体制まで能⼒増強を図る
① ⽣産設備投資の前倒しと⼈材の積極採⽤
② 岩⼿⼯場内駐⾞場を近隣の新規購⼊⽤地へ移転し⽣産スペースを拡張

商
品
戦
略

 今期はスマートヘルメット（スマートヘルメット）を発売予定

 レプリカヘルメット戦略を強化

Marc Márquez 選⼿ レプリカモデル 森 且⾏ 選⼿ レプリカモデル
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2. 資本政策

 当社取扱いノベルティグッズまたは⾃社直営店のみ利⽤可能 15％ご優待割引券１枚
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2013/9⽉期 2014/9⽉期 2015/9⽉期 2016/9⽉期 2017/9⽉期 2018/9⽉期 2019/9⽉期 2020/9⽉期 2021/9期 2022/9期
予想配当総額 連結配当性向

1株あたり
配当額

配当性向推移

株主優待

29.0 60.0 72.0 79.0 85.0 93.0 106.0 62.0 82.0

2020/3/31
株式分割（1株→2株）

2020/1/6
⾃⼰株式取得35万株

88.0

2021/8/5
⾃⼰株式取得8万株

 SHOEIは来る新市場区分において、本年７⽉にプライム市場の上場維持基準への適合条件を満たしているとの⼀次判定結
果を東京証券取引所より頂いており、これに基づきプライム市場への移⾏を選択して市場選択申請書を同取引所に提出済み
で、来年1⽉に正式に選択結果が公表される予定

 配当性向50％の維持

新市場区分



Ⅲ. 成⻑戦略
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SHOEIの強み

 相互にtrade offするプレミアムヘルメット製造に不可⽋な三⼤要素を巧みに両⽴させるレジリエンス
 国内2⼯場での⾃社⼀貫⽣産体制を確⽴、両⼯場どちらでも製造可能なフレキシブルな⽣産体制
 ⾼度な技術やノウハウをブラックボックス化する情報管理を強化し、優位性を盤⽯なものにする

③「ファッション」を「⼯業製品」に落とし込む開発②社内デザイナーによる斬新なヘルメットデザイン①⼊念な市場調査

Design

Manufacture Compliance⽣産本部

JIT等による⽣産性の
向上

新機能・斬新な
デザイン

商品開発本部

品質管理部

妥協なき社内審査・
合格に向けてのノウハウ

⾼付加価値化と⽣産合理性を両輪とするMade in Japanの維持
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経営基本⽅針と主要施策

Quality ＆ Valueビジネスコンセプト

経営⽅針 経営戦略

健全な財務体質により、事業継続を
⻑期にコミットします1

Made in Japanで勝負します2

お客様の声に⽿を傾けます3

⽣産戦略1

商品戦略2

販売戦略3

ブランド戦略4

ESG経営5
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1. ⽣産戦略（１）
 販売数量の伸びに対応し、設備投資の継続、⼈員数の増強により⽣産能⼒の継続的な拡⼤を実施しつつも、新型コロナ終

息やライダーの⾼齢化に伴う下振れリスクにも冷静に対応する
 2022年9⽉期の⽣産⽬標 77万個

441 498 536 563 589 
676 

1

848 
1,073 1,099 1,055 

1,296 1,298

2,058

614 605 

952 867 907 1,091 986 

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

0

200

400

600

800

1,000

⽣産個数 設備投資 減価償却

2022/9⽉期
計画

2018/3期 2019/9期 2020/9期 2021/9⽉期

設備投資額
減価償却

（百万円）

2017/9期

⽣産個数
（千個）

2016/9期

77万個 77万個〜

今後の⽣産体制について
• ⼤幅な需要拡⼤に対応し⽣産能⼒の増強に向け、以下の対策を推進

①現有の⼟地、建物では年産771千個以上への能⼒増対応は難しい
②よって茨城⼯場に隣接する7.2haの⼟地を確保（現茨城⼯場は3.3ha）。造成の完了は2023年半ばを予定
③今後の需要動向を⾒極め、然るべきタイミングで新規⼯場⽤地の具体的な活⽤⽅法を決定したい
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22,734
26,234

25,997
27,617

29,823 30,581 31,368 29,155
32,105

1⼈当り売上（個）

「ジャスト・イン・タイム」⽅式による効率の追求

2. ⽣産戦略（２）
 ジャストインタイムシステムによる改善活動を通じ、国内両⼯場の競争⼒を持続的に強化する

茨城⼯場

岩⼿⼯場

 20年以上導⼊している⽣産改善システム
 品質の向上
 無駄の排除
 厳格なコスト管理
 ⼈員適切配置におる⽣産プロセス合理化

446 456 466 481 505 524 567
657 691452 441 498 526 536 563 589
676

771

ʼ14/9期 ʼ15/9期 ʼ16/9期 ʼ17/9期 ʼ18/9期 ʼ19/9期 '20/9期 ʼ21/9期 ʼ22/9期
（予）

従業員数 ⽣産数量（千個）

⽣産性向上推移

26,234 25,997 27,617
29,823 30,581 31,368

29,155
32,185 33,9971⼈当り売上（千円）
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オプションパーツ
多様化するライダーニーズに対応したオプションパーツ

3. 商品戦略

ネオクラシック
外観はクラシック、中⾝はSHOEI最新の技術

 各分野での先進分野への取り組み
 「お客様の声に⽿を傾けます」という⽅針に基づき、安全・快適性・感動を最重視しつつ、顧客満⾜度向上のための既存概念を

打ち破る

IT対応

インターコムの内臓に対応し
たヘルメット及び推奨インター
コム「SRL2」

世界初ナビゲーションシステム
付きヘルメット（スマート
ヘルメット）を2022年に発表
予定

フォトクロミックシールド

ゴーグル（⼭本光学）Ex zero Glamster

JO

アンテナショップ
（SHOEIギャラリー）

お客様と直接接点を持つことにより、
品質の向上や、新製品開発の⼀助とする
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4. 販売戦略（１）

アジアにおける販売強化

0

50,000

100,000

150,000

200,000
中国 アジア

ʻ18/3 ʻ19/9 ʻ20/9 ʻ21/9ʻ17/9

販売個数（個）

ʻ16/9

 今後の若年層を中⼼にライダー⼈⼝、バイクブームの拡⼤が期待されるアジア、中国を中⼼とした販売を強化、プロモーション
活動を拡⼤

アジア市場販売数量推移

アジアでの販売促進（販売拠点の整備）

2020年⼤型⼆輪⾞販売台数（250cc超）

86,313 

4,214 
70,469 

1,303 
20,965 

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

中国
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ
韓国

ﾏﾚｰｼｱ
台湾
⾹港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

（台）

アジア市場概観

（個）

（N.A.）

ʻ20.10-ʼ21.09当社出荷数

（N.A.）

（N.A.）

（出所）各国統計資料等によりSHOEI推計

（中国は輸⼊⾞）

ʻ22/9
計画

2019 SHOEI ASIA CO., LTD.
設⽴（タイ）

2021 ⾸維安全帽商貿（上海）
有限公司設⽴（オフィス準備中）

（N.A.）

127,464 
347 
1,281 
3,096 
5,997 

3,118 
10,627 

1,803 
2,481 

0 50,000 100,000 150,000

中国
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ
韓国

ﾏﾚｰｼｱ
台湾
⾹港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
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5. 販売戦略（２）
 正規販売店がお近くにないお客様の為にECによる販売を開始
 お客様のニーズに直接接することにより品質向上と新製品開発の⼀助とする為、アンテナショップ（SHOEI ギャラリー）を開店

本年12⽉には⼆店舗⽬として⼤阪店をオープンする予定
EC市場開拓

ECサイトを通じ、お近くに販売店がないお客様へのフォロー体制を強化
2021年9⽉期よりヘルメット本体の販売も開始

直販ショールーム SHOEI Gallery TOKYO/OSAKA

SHOEI製品の展⽰スペース、
現⾏ラインナップ品で発売中の製品を展⽰・発売、全て試着可能
PFSサービスを提供

2020年3⽉オープン

2021年12⽉オープン予定

OSAKA
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6. 販売戦略（３）

内装調整サービス「SHOEI Personal Fitting System」

 頭部の各部を詳細に計測、データに基づいてユーザーに最適なヘルメットサイズを診断
 専⽤パッドを使⽤した、オーダーメイド感覚のジャストフィットする内装

①計測 ②調整
個⼈差があるアタマの形を技術をマスターした
スタッフが詳細に専⽤の計測器で測定

細かく分かれたパッドのコンビネーション
によりホールド感とフィット感を調整

海外テクニカルショップでのPFS

国内イベント会場におけるPFS

106,658 112,592 
125,661 120,941 

132,179 125,814 126,875 
135,712 

2,721 5,820 8,362 11,980 16,711 29,594 
39,437 

48,939 2.6%
5.2% 6.7%

9.9%
12.6%

23.5% 31.1%
36.1%

0%

10%

20%

30%

40%

0

50,000

100,000

150,000

2014/9期 2015/9期 2016/9期 2017/9期 2018/9期 2019/9期 2020/9期 2021/9期
国内ヘルメット販売数量 PFS施⼯販売数量 PFS施⼯割合

国内へルメット販売におけるPFS施⼯販売の推移（個）

 SHOEI Gallery Tokyoをはじめ、全国・世界のSHOEIテクニカルショップにおいてPFSを提供、ユーザーにジャストフィットする
内装をカスタムメイドするプレミアムなサービスを提供

 ⽇本市場においてはほぼ5割のヘルメットがPFSを施して販売しており、今後は全世界への普及を⽬論む
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約800億円※

地域別プレミアムヘルメット市場規模とSHOEIシェア

世界のプレミアムヘルメット市場の売上⾼約60％以上

 カッコイイ・安全・機能的と３拍⼦揃った⼆輪⽤ヘルメット
 世界の数々の⼀流レーサーに愛され、また世界50カ国を超える国々のライダーのこだわりに応える⾼級ヘルメット
 世界のプレミアムヘルメット市場で約60％、殆んどの国と地域においてトップシェア
 ⾼品質と安全の代名詞、所持することがライダーの誇りでありステータス

Eddie Lawson

Wayne Rainey

Marc Márquez 

Àlex 
Crivillé

Daijiro Kato

Wayne Gardner 

世界のプレミアムヘルメット市場

Norifumi Abe

7. ブランド戦略

No.1

約60％※

その他
約40％

※SHOEI推定

Alex Marquez
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スポンサー活動によるプロモーション

スポンサー活動によるプロモーション

2021/9期 レプリカモデル

販売数量 64.1 千個

Season
No.3
No.1

No.1
Season
Season

2016〜2019
2015
2013〜2014

 MotoGPの代表選⼿マルク・マルケス、アレックス・マルケス兄弟と2024年末までのレーサー契約を延⻑

X-Fourteen
AM73_TC-2

X-Fourteen
MARQUEZ6_TC-1

Lukasz Swiderek @Photopsp

Lukasz Swiderek @Photopsp

Marc Marquez

Alex Marquez

Season No.1WSB 2021

Toprak Razgatlioglu（トルコ）

7. ブランド戦略
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豊かな創造⼒と誇れる品質

安全技術の発展・貢献

８. SHOEIのESG経営について
環境（Environment） ガバナンス（Governance）

社会（Society）〜事業を通じた社会課題への貢献

地域社会との調和

コーポレートガバナンス/コンプライアンス
 プライム市場移⾏に際し求めれるガバナンス

要求項⽬に対応する
 改訂CGCへの適切な対応
 取締役会
̶全6名、うち社外2名

 監査役・監査役会
̶全3名、うち社外2名

 安全・快適なヘルメットの開発を通じ事
業を通じた消費者の安全・健康を促進

従業員還元
 8期連続従業員給与4％アップ
 従業員譲渡制限付株式報酬制度創設に

よる従業員還元強化

地球温暖化防⽌
 SHOEIの⾝の丈に合ったことを⾒極め、出来ることからスピード感

を持って推進
̶ 本社勤務者は社⻑以下全員公共交通機関で通勤。
̶ 社有⾞を順次HV⾞に置き換える
̶ ⼯場⽣産に必要な購⼊電⼒のエコ⽐率の向上（現在約13

％）
̶ ⼯場従業員通勤⽤⾃家⽤⾞としてエコカーを購⼊した際の補

助等について具体的に検討。決定。
 CO2排出量の少ない⼆輪⾞の普及促進

（出所）国⼟交通省データ等をもとに当社作成

50cc 125cc
250cc 

⼆輪⾞平
均

0

50

100

ハイブリッド
（プリウス） 軽（アルト） ガソリン⾞

（カローラ）

⼆輪⾞とHV、ガソリン⾞の燃費⽐較（WMTCモード値）
燃費

（km/ℓ）

 企業版ふるさと納税として茨城県稲敷市
と岩⼿県⼀関市に各1億円を寄付

 ふるさと納税への協⼒



Appendix. 会社概要
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1. 会社概要

会社名 株式会社SHOEI / SHOEI Co.,Ltd.

本社 東京都台東区台東⼀丁⽬31番7

設⽴ 1959年3⽉17⽇

事業内容 オートバイ⽤ヘルメットを中⼼に、
官公庁⽤（防衛省⽤、警察庁⽤）ヘルメットの製造・販売

売上⾼ 23,752百万円（連結/2021年9⽉期）

経常利益 6.024百万円（連結/2021年9⽉期）

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,407百万円（連結/2021年9⽉期）

資本⾦ 1,394百万円（連結/2021年9⽉末）

従業員数 696名※（連結/2021年9⽉末）※内、嘱託・パートタイマー193名

証券コード 7839 東証第⼀部
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SYSTEM HELMET OFF-ROAD HELMET

FULL-FACE HELMET

JET HELMET

2. 事業内容

 オートバイ⽤を中⼼にヘルメットを製造、⼀部に航空機⽤や装甲⾞⽤なども製造
 販売網は⽇本をはじめ、欧州、北南⽶、オセアニア、アジア等世界60カ国以上を網羅し、プレミアヘルメットの分野ではほとんど

全ての国でシェアNo.1
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3. 会社沿⾰

再興期〜現在成熟期降盛期黎明期創成期

1954

鎌⽥ポリエステル
商会として創業

1959

港区新橋に昭栄化⼯㈱を設⽴

19681960

SHOEI SAFETY HELMET 
CORPORATION設⽴
（⽶︓カリフォルニア）

SHOEI EUROPE 
DISTRIBUTION
SARL 設⽴（仏）

1989

SHOEI
(EUROPA)
GMBH設⽴(独）

SHOEI
DISTRIBUTION
GMBH設⽴（独）

東証2部上場
2007

⽇本証券業
協会店頭登録

2004

東証1部指定
2015

岩⼿⼯場を新設

1998

SHOEIに商号
変更

SHOEI
ITALIA S.R.L.
設⽴（伊）

2020茨城⼯場新設

SHOEI EUROPE 
BVBA設⽴（ベル
ギー:
のち清算）

⼆輪乗⾞⽤ヘルメットの⽣産に着⼿

1958〜
オートバイ普及

1980〜
空前のオートバイブーム

2010年代〜
バイクブーム再来の兆し

SHOEI Gallery Tokyo開設

1980

東京⼯場新築

SHOEI ASIA 
CO., LTD.
設⽴（タイ）

ウェイン・レイニー、
GP500クラス３連覇（ʻ90〜ʼ92）初代ナナハン登場スーパーカブ

マルク・マルケス、
史上最年少年間
チャンピオンを獲得

エディ・ローソン、GP500クラス2連覇川⼝オートレース場開設

アレックス・クリビーレ
GP500クラス制覇

「鈴⿅サーキット」誕⽣
⾃動⼆輪ヘルメット着⽤義務化 「ツインリンクもてぎ」開業

最初の
レース⽤ヘルメッ
ト「SR-1」

⾰新的なデザイ
ンを採⽤したフル
フェイス「Z-
100」

初のシステム
ヘルメット
「J-ACTER」

NEOTECⅡVFX-WR

1968

1978

1987

1993

1994

1983

2001
2019

1963

2011

2020

2018

19971978
2013

1999

1989
1992 19691958

19621952

2001
加藤⼤治郎GP250クラス制覇

2021

⾸維安全帽商貿（上海）
有限公司設⽴
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4. 国内・海外拠点

岩⼿⼯場

茨城⼯場

本社

アメリカ

タイ

フランス

イタリア

本社

⼯場

連結⼦会社

フランス在外⼦会社販売エリア

ドイツ在外⼦会社販売エリア
イタリア在外⼦会社販売エリア

SHOEI SAFETY HELMET 
CORPORATION

SHOEI ASIA CO., LTD.

SHOEI（EUROPE）GMBH
SHOEI DISTRIBUTION GMBH

SHOEI ITALIA S.R.L

⽇本

本社

茨城⼯場

岩⼿⼯場

⾸維安全帽商貿（上海）有限公司
中国

ドイツ

SHOEI EUROPE DISTRIBUTION
SARL 
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本⽇はありがとうございました

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを⽬的としたものであり、売買の勧誘を⽬的としたものではありません。
本資料における、将来予想に関する記述につきましては、⽬標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将来における当社の
業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利⽤ください。
また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成していますが、当社はその正確性、完全性を保証するものでは
ありません。
本資料は、投資家の皆様がいかなる⽬的にご利⽤される場合においても、ご⾃⾝のご判断と責任においてご利⽤されることを前提にご提⽰させていただく
ものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

将来⾒通し等に関する注意事項

株式会社SHOEI

03-5688-5160

IRに関する
お問い合わせ先

電話

e-mail
ir@shoeihelmet.co.jp
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2021年9⽉期 投⼊新モデル

＜RF-1400_PROLOGUE_TC-1＞
スポーティー、軽量、コンパクトの進化系

北⽶（RF-1400)
販売開始︓2020年12⽉
希望⼩売価格︓US$499.99〜US$599.99

ヨーロッパ (PROLOGUE)
販売開始︓2021年9⽉
希望⼩売価格︓EUR479.00〜EUR639.00

⽇本（TC-1)
販売開始︓2021年3⽉
希望⼩売価格︓56,100円〜66,000円（税

込み）


